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室内側

サムターン

室外側

子扉

大きな荷物を入れる際
など、子扉を開けるこ
とができます。

丁番

子扉を固定します。
フランス落しツマミ

シリンダー錠

ガードアーム「デユガード」

来訪者の確認など、ドアが一定
幅にしか開かないようにします。

ドアガード

来訪者の確認など、ドアが一定
幅にしか開かないようにします。

通風／ロック機構付ドアガード

通風／ロック機能を備えた
ドアガードです。

 お手入れ方法についてはP.226を参照してください。
 電気錠スマートコントロールキー（NEWポケットKey、ピタットKey）、電気錠（ポケットキー、
ピタットキー、電気錠基本システム）については、商品付属の取扱説明書をご覧ください。

ドアハンドル

プッシュプルハンドル

レバーハンドル

ご使用前に確認してください
● 。いさだく用使ごでえうたし認確を」にめたくだたいい使おに全安　章1第「 5.P、ず必

玄関ドア
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ピボットヒンジ
「デユガード」

●ピボットヒンジ
　「ピボットヒンジ」を使ったドアです。

●通風ドア
　室内側の通風窓（ガラス窓）を開閉して、ドアを閉めた状態で通風できます。
　（➡P.117 「通風ドア(内開き通風機構）」、➡P.113 「通風ドア（上げ下げ通風機構）」）

横引きロール網戸
（フラットタイプ）

横引き収納網戸

内開き通風機構 上げ下げ通風機構

中折れ網戸

●使用できる網戸

室外側
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ドアの使い方
（お出かけ時）

室内側

ドアガード

サムターン

◦ カギを紛失した場合は、防犯のため、カギの交換をお勧めします。
◦ 誤ってカギを地面に落とすなど、カギのきざみ部分やミゾに泥土や砂、ホコリが付着した場合

は、使用する前にお手入れをしてください（➡P.137 「カギ・カギ穴」）。
 そのままカギ穴に差し込むと、作動不良や故障の原因となります。
◦ 差し込んだカギを持ってドアの開閉をしないでください。カギが曲がり、正しく使用できなく

なるおそれがあります。

1 ドアガードを解除する

アームをドア側に倒し、フックを押し込み
ます。

※ ドアガードの解除方法 ➡P.105

※ガードアームの解除方法 ➡P.109

①

②

アーム

フック

2 主錠（シリンダー錠）を解錠する

全てのサムターンツマミを90°まわし、 
解錠（タテ向き）します。

※ 写真は室内側から見て右側が開くドアの例
です。左側が開くドアは、まわす方向が逆
になります。

室内側

サムターンツマミ
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◦ ドアを無理に閉めないでください。
ドアクローザーの油漏れなど故
障の原因となります。

◦ 奥まで差し込む前にカギをまわさ
ないでください。

3 ハンドルを押してドアを開ける

ハンドルの中央を持って、水平方向に押し
ドアを開けます。

※ プッシュプルハンドルの操作方法 ➡P.103

4 ドアを閉める

5 主錠（シリンダー錠）を施錠する

カギを奥までしっかりと差し込み、 
90°まわします。

※写真は室外側から見て左側が開くドアの例
です。右側が開くドアは、まわす方向が逆
になります。

①

②

カギ

6 カギを抜く

カギを元の方向に戻して抜きます。

ハンドルを引き、ドアが開かないことを確
認します。

①

②
カギ
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ドアの使い方
（帰宅時）

シリンダー錠

室外側

◦ カギを紛失した場合は、防犯のため、カギの交換をお勧めします。
◦ 誤ってカギを地面に落とすなど、カギのきざみ部分やミゾに泥土や砂、ホコリが付着した場合

は、使用する前にお手入れをしてください（➡P.137 「カギ・カギ穴」）。
 そのままカギ穴に差し込むと、作動不良や故障の原因となります。
◦ 差し込んだカギを持ってドアの開閉をしないでください。カギが曲がり、正しく使用できなく

なるおそれがあります。

◦ 奥まで差し込む前にカギをまわさ
ないでください。

1 主錠（シリンダー錠）を解錠する

カギを奥までしっかりと差し込み、 
90°まわします。

※ 写真は室外側から見て左側が開くドアの例
です。右側が開くドアは、まわす方向が逆
になります。

①

②

カギ

室外側

2 カギを抜く

カギを元の方向に戻して抜きます。
①

②
カギ
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◦ ドアを無理に閉めないでください。
ドアクローザーの油漏れなど故
障の原因となります。

3 ドアを開ける

ハンドルの中央を持って、水平方向に引き
ゆっくりドアを開けます。

※プッシュプルハンドルの操作方法 ➡P.103

4 ハンドルを引いてドアを閉める

5 主錠（シリンダー錠）を施錠する

全てのサムターンツマミを90°まわし、施
錠（ヨコ向き）します。

※ 写真は室外側から見て左側が開くドアの例
です。右側が開くドアは、まわす方向が逆
になります。

サムターンツマミ

6 ドアガードをセットする

フックを手前に引いて出し、アームを起こ
します。

※ ドアガードのセット方法 ➡P.104

※ ガードアームのセット方法 ➡P.109 ②

①

アーム

フック
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ドアハンドルの使い方

■プッシュプルハンドル

持つ位置

《室内側》

水平方向に
押します。

水平方向に
引きます。

《室外側》

■レバーハンドル

持つ位置

ハンドルを斜め下45°
まわします。
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ドアガードのセット方法

玄関ドア「ヴェナート」「プロント」の場合

◦ アームは手で持って動かしてください。
◦ ドアを開けた状態でアームやフックを操作しないでください。
◦ ドアガードのフックを出した状態で、ドアを開閉しないでください。

ドアガード

室内側

1 フックを出す

ドアを閉めた状態でボタンを押します。

※ フックが出ます。

ボタン

フック

2 アームを起こす

アーム

※ この状態でドアを開けるとアームがフック
に引っかかり、一定以上ドアが開きません。

ドアガードをセットすると、ドアが一定以上開かなくなります。
ここでは通風／ロック機構付ドアガードを例に説明します。
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ドアガードの解除方法

玄関ドア「ヴェナート」「プロント」の場合

◦ アームは手で持って動かしてください。
◦ ドアを開けた状態でアームやフックを操作しないでください。
◦ ドアガードのフックを出した状態で、ドアを開閉しないでください。

ドアガード

室内側

1 アームを倒す

ドアを閉めた状態でアームをドア側に倒し
ます。

アーム

2 フックを収納する

フックを押して収納します。
フック
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ドアガードの通風セット方法

ドアガード

室内側

◦ 通風機構は、防犯に対する機構ではありません。外出時や就寝時などは使用しないでください。

通風／ロック機構付ドアガードは、通常のドアガード機能と
して使う以外に、アームを固定して通風状態にできます。

玄関ドア「ヴェナート」「プロント」の場合

1 ドアガードをセットする

フックを出しアームを起こします。

アーム

2 ドアを開ける

ドアガードをセットしてアームがフックに
当たる位置までドアを開けます。 アーム

フック

3 アームを固定する

フックを押し込んでアームを固定します。

※ ドアが少し開いた状態で固定されます。

フック
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ドアガードの通風解除方法

ドアガード

室内側

◦ 通風機構は、防犯に対する機構ではありません。外出時や就寝時などは使用しないでください。

玄関ドア「ヴェナート」「プロント」の場合

1 アームの固定を解除する

ドアを軽く押しながらボタンを押します。

※ フックが出て固定が解除され、ドアを閉め
ることができます。手や指をはさまないよ
う十分ご注意ください。

ボタン フック
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ドアガードのロック機構の
セット方法

ドアガード

室内側

◦ ロック機構をセットすると主錠を解錠してもドアは開きませんが、完全な防犯にはなりません。
主錠によるロックと併せてご使用ください。

ドアガードのロック機構の解除方法

通風／ロック機構付ドアガードは、ドアガードでドアの
補助的なロックができます。

玄関ドア「ヴェナート」「プロント」の場合

1 アームでロックする

ドアを閉めて、ドアガードのアームを
受け金具側にスライドします。

※ ドアがロックされます。

アーム

受け金具

1 アームのロックを解除する

ドアガードのアームをドア側にスライ
ドします。

※ ロックが解除されます。
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ガードアームのセット方法

ガードアーム

室内側

室内側のサムターンツマミで上部主錠の施・解錠と
ガードアームのセットが行えます。

玄関ドア「デュガード」の場合

ガードアームの解除方法（主錠の施・解錠）

1 ガードアームをセットする

ドアを閉めた状態で上部のサムターンツマミを45°まわします。

※ この状態でドアを開けるとガードアームが
ドアに引っかかり、一定以上ドアが開きま
せん。

サムターンツマミ

サムターンを斜め45°にすると
ガードアームをセットできます。

ガードアーム

1 ガードアームを解除する

ドアを閉めた状態で、上部のサムターンツマミを45°まわしてタテまたはヨコ
にします。

※ サムターンをタテまたはヨコにすると、ガードアームが解除され、同時に上部の主
錠（シリンダー錠）が、解錠または施錠状態になります。

サムターンツマミ

施錠状態 解錠状態
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ドアにリースなどの飾りを引っかけるためのフックです。

リースフック

◦ 500g以上の飾りは使用しないでください。

リースフック
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子扉の開け方
子扉 親扉

フランス
落し

室外側

◦ 子扉を開ける時には、壁などにぶつけないようご注意ください。
◦ 子扉を開閉しない時は、必ず子扉を固定してください。
◦ 必ず子扉を先に閉めて固定してから、親扉を閉めてください。
◦ フランス落し受け部にゴミを詰まらせないよう定期的にお手入れをしてください。

大きな荷物を入れる際などに子扉を開けるこ
とができます。
子扉を解除・固定するフランス落しは上下に
2か所あり、子扉内部のロッド棒が受け部に
突き出して子扉を固定します。

ロッド棒

フランス落し
受け部

1 フランス落しを解除する（上部）

親扉を開けて、子扉上部のフランス落しの
ツマミを上げます。

上部フランス落し

2 フランス落しを解除する（下部）

下部のフランス落しのツマミを下げます。

※子扉の固定が解除されます。

下部フランス落し

3 子扉を開ける
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子扉の閉め方
子扉 親扉

ロッド棒

フランス落し受け部

フランス
落し

室外側

◦ ツマミがしっかり納まっていることを確認してください。

子扉を閉める

2 フランス落しをセットする（下部）

子扉を閉めて下部のフランス落しのツマミ
を上げます。

下部フランス落し

3 フランス落しをセットする（上部）

上部のフランス落しのツマミを下げます。

※子扉が固定されます。

上部フランス落し

4 固定されたことを確認する

子扉が開かないことを確認します。

1
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通風ドア（上げ下げ通風機構）

上げ下げ障子の開け方
上障子

（室外側）

室内側

障子ロック

引手

下障子
（室内側）

上げ下げ障子は、障子ロックによって位置を固定す
ることができます。
障子ロックの形状や位置などは、商品によって異な
る場合があります。
ここでは障子ロックが上げ下げ障子の左にある場合
を例に説明します。

1 障子ロックを解除する

玄関ドア「ヴェナート」・
勝手口ドア「エピソード」の場合

障子ロックのツマミを左に90°まわし
ます。

※ ツマミをタテにすると解除できます。

障子ロックのツマミを引き出します。
右または左に45°まわします。

※ ツマミを引き出すと固定が解除され、
目印を右または左斜め上45°にすると
解除状態を保持できます。

②

①

目印

2 障子を開ける（通風状態）

引手を使って、下障子（室内側の障子）を
上げます。

※ 上障子（室外側の障子）のガラス戸が連動
して下がります。

引手

玄関ドア「プロント」・
勝手口ドア「エアリフレ」「エイピアｊ」の場合
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3 障子を固定する

障子ロックで障子を固定します。

ツマミを右に90°まわします。

※ツマミをヨコにすると固定できます。

※ 「全閉時」と「60mm」開放時の 
2か所で固定できます。

右または左に45°まわして目印を真上
に合わせます。

ツマミを押し込みます。

※ ツマミが押し込まれた状態で障子が固
定されます。

※ 「全閉時」と「50mm」「100mm」開
放時の3か所で固定できます。

②

①

目印

玄関ドア「プロント」・
勝手口ドア「エアリフレ」「エイピアJ」の場合

玄関ドア「ヴェナート」・
勝手口ドア「エピソード」の場合
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上げ下げ障子の閉め方
上げ下げ障子は、障子ロックによって位置を固定す
ることができます。
障子ロックの形状や位置などは、商品によって異な
る場合があります。
ここでは障子ロックが上げ下げ障子の左にある場合
を例に説明します。

上障子
（室外側）

室内側

障子ロック

引手

下障子
（室内側）

1 障子ロックを解除する

障子ロックのツマミを左に90°まわし
ます。

※ ツマミをタテにすると解除できます。

障子ロックのツマミを引き出します。
右または左に45°まわします。

※ ツマミを引き出すと固定が解除され、
目印を右または左斜め上45°にすると
解除状態を保持できます。

②

①

目印

2 障子を閉める

引手を使って、下障子（室内側の障子）を
下げます。

※ 上障子（室外側の障子）のガラス戸が連動
して上がります。

引手

玄関ドア「プロント」・
勝手口ドア「エアリフレ」「エイピアJ」の場合

玄関ドア「ヴェナート」・
勝手口ドア「エピソード」の場合
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3 障子を固定する

障子ロックで障子を固定します。

ツマミを右に90°まわします。

※ ツマミをヨコにすると固定できます。

右または左に45°まわして目印を真上
に合わせます。

ツマミを押し込みます。

※ ツマミが押し込まれた状態で障子が固
定されます。

②

①

目印

玄関ドア「プロント」・
勝手口ドア「エアリフレ」「エイピアJ」の場合

玄関ドア「ヴェナート」・
勝手口ドア「エピソード」の場合
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通風ドア(内開き通風機構）

通風窓の開け方 室内側

ハンドル
（ロック）

通風窓

ドアを閉めた状態で、内開きの通風窓を開けて風を
取り込むことができます。
ハンドル操作により、通風窓のロック、解除ができ
ます。
ここでは通風窓が親扉にある場合を例に説明します。
※子扉に内開き通風窓が付いているドアもあります。

1 通風窓のロックを解除する

玄関ドア「ヴェナート」の場合

通風窓のハンドルを上げ、ロックを解除し
ます。

2 通風窓を開ける（通風状態）

ハンドルを手前に引いて通風窓を開けます。

※ 通風窓は４０度以上開きません。

ハンドル

ハンドル
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通風窓の閉め方 室内側

ハンドル
（ロック）

通風窓

ドアを閉めた状態で、内開きの通風窓を開けて風を
取り込むことができます。
ハンドル操作により、通風窓のロック、解除ができ
ます。
ここでは通風窓が親扉にある場合を例に説明します。
※子扉に内開き通風窓が付いているドアもあります。

1 通風窓を閉める

玄関ドア「ヴェナート」の場合

通風窓のハンドルが上がっていることを確
認し、そのまま室外側に押して通風窓を閉
めます。

2 通風窓をロックする
ハンドルを下げ、通風窓をロックします。

◦ 通風窓が開かないことを確認して
　ください。

ハンドル

ハンドル
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防火玄関ドア・防火勝手口ドア

ヒューズラッチとは
防火玄関ドアや防火勝手口ドアの中には、防火性能を保つため防火用部品「ヒューズラッチ」を採
用しているものがあります。
熱を感知するとヒューズラッチが自動的に作動し、ドアが固定されます。

ヒューズラッチ
（下部に付いていない商品もあります）

ヒューズラッチ

エマープラグ

正常時 作動時

ヒューズラッチ

熱を感知すると自動的
に作動します。

室
内
側

● ヒューズラッチのネジをまわす、エマープラグをまわすなどすると、火災時に正常に作動し
なくなるおそれがあります。通常は触らないでください。

● 万が一ヒューズラッチが作動した場合には、ヒューズラッチを正しく機能させるため点検が
必要です。商品をお求めの  建築会社、工務店、販売店に点検をご依頼いただくか、また
は当社お客様相談室（➡ 　   0120-20-4134）までご相談ください。

お願い

※図は右開きのドアを示しています。左開きの場合は逆になります。

ご使用前に確認してください
● 必ず、P.5 「第1章　安全にお使いいただくために」を確認したうえでご使用ください。

◦ お手入れ方法についてはP.226を参照してください。
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ヒューズラッチの解除方法
ヒューズラッチが作動した場合は、下記の手順で解除してください。

※図は右開きのドアを示しています。左開きの場合は逆になります。

1 エマープラグのミゾにコイン等を
差し込む エマープラグのミゾ

2 エマープラグを時計回りにまわす

ヒューズラッチが解除されます。

※ 左開きドアの場合は反時計回りにまわして
ください。

エマープラグ
（約30°回す）

点検を依頼する
※ ➡P.1223




